









































































































































時間以上している子は、 3年生の場合は 18%。結構多いです。中学になったら、 39%にな
ります。このような調査をいたしました。これを見て、へえ}と、私もびっくりしました。
一年で一冊も本を読んでいない子どももいるんです。どうしてかというと「好きじゃな
い」から、というわけではない。平日に、普段の放課後の生活としては、みんなよく遊ぶ
ことがこの表から分かると思います。たとえば、宿題と練習については、 1時聞から 2時
聞かけている子が 36.8%。友達と一緒に遊ぶという子は、 19.9%。このような短い時間の
子どもも結構いますが、 5時間以上の子どもも結構いるロ宿題をする時聞が長くかかって
しまって、テレピだとか、ゲームの時聞が短くなっています。
週末の時間も、やはり同じです。ゆっくり、明るくて、楽しくて、休んで遊んで。その
ように遊ぶことが、できなくなっています。こちらの表から見れば、塾とか、学校での補
習とか、家庭教師などは結構多いです。こういう子どもたちに対して、可哀相に思います。
子どもたちの学習に対する興味を聞きました。これは興味深い表です。小学3年生の場
合は62%以上の子どもが、授業に興味を持っていると答えましたけれども、学年が上がる
と、子どもの興味がだんだん薄くなってきて、中二になったら、「普通」が多くなります。
それはあまりよくないと，思います。
心理的影響についての表です。「忙しい」ではなくて「緊張感」です。間違えました、すみ
ません。競争が激しい、つまらない、寂しい、緊張感、面白い、面倒くさい、このような
選択肢から子どもは何と答えたでしょう。ここから見れば、やはり、競争が激しくプレッ
シャーが大きくなっていることが分かります。
子どもの健康は、心理的にも身体的にもあてはまります。身体の健康のことは、他の調
査もあります。たとえば上海市の調査によって、だいたい一日全然スポーツあるいは運動
をしない子どもは半分以上います。それから、ある市の場合は、1.5%になっています。
これは、私がとても注目していることです。中国の問題です。
中国はもともと、人口が 13億くらいの国です。そしてこのため、大きなクラスは普通
です。ここに書かれているのは、生徒から出た質問です。生徒は、「いつ僕の番になります
か?Jと先生に聞きました。ある授業で、後ろに座っていた子がね、すごく勝手し放題で、
この子は「どうしてですかJrないんですか」と何か言いたがる。だから、「どうぞ」と言
ったら、「いつ僕の番になりますか?Jと質問したのですね。つまり、全然、発見のチャン
スがないのですね。どうしてかと言うと、このクラスは 80人生徒がいる。これはちょっ
と変ですね。全然見られない。変わらない。授業も、新しい学期が始まって何週間経って
も、先生は子どもの名前が覚えられない。いつも授業中は、「はい、彼女Jr彼」こういう
風に指名する。これは大きな問題ですね。
新しいカリキュラムは、色んな方策が入っている。活用できれば一番いい。でもね、こ
のような結果はなかなか出てこない。もちろん試験の改革のこともあります。高校のカリ
キュラムのことも、大学のこともあります。以上で、終わります。
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